
  

 
 

 

 

平成 17年までの国勢調査の結果に従い、コーホート要因法によって新市の人口を

推計すると、総人口（合計）は平成 17 年の約 63,400 人から微増減を繰り返しなが

ら 10 年間は横ばいのまま推移し、平成 27 年時点でも約 63,400 人と見込まれます。

その後やや減少し平成 32年には約 62,500人になるものと見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３-１ 人口（総人口、年齢構成別人口割合） 
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年齢構成別人口割合については、少子・高齢化が進み、0 歳から 14 歳の年少人

口割合は平成 17年の 13.90％から平成 32年には 13.32％に、65歳以上の老年人口割

合は平成 17年の 17.80％から平成 32年には 25.07％になるものと見込まれます。 
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清須市と春日町におけるこれまでの世帯数の推移と今後の人口の見通しから、ト

レンド法によって今後の世帯数の見通しを明らかにします。 

   清須市も春日町も、これまで世帯数は概ね増加傾向にあり、その伸びは人口増加

とほぼ同じかやや上回っていたため、１世帯当りの人員も少なくなってきました。

こうした傾向が変わらないとすると、今後ますます世帯当り人員が減少し、一方で

人口は横ばいから増加傾向となるため、世帯数はこれまで以上に増加することが予

想されます。 

   この結果、新市の世帯数は、平成 17 年の約 23,500 世帯から平成 32 年には約

27,000世帯へと増加することが見込まれます。 

 

 

 

 

 

３-２ 世帯数 
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